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(1)  高麗、朝鮮時代僧侶の対相として国家試験であり、合格者は国家に努めることがある。 
(2)  元曉 他（李笑永 譯）『韓国仏教思想』三成出版 1990年、23頁 
(3)  金鐘鳴 『仏教の実相と歴史・下巻』新東亜出版 1996年、179頁 
(4)  新羅時代に、金庾信の溟福をお祈るため設置した利息機関である。『三國史記』『高麗記』に記
されている。 
(5)  宋錫球『韓国の儒仏思想』思想研新書 1985年、358-359頁      
(6)  金チョルチョン『韓国仏教思想概観』韓国言論資料刊行会 1997年、334頁 
(7)  四溟大師記念事業會  『四溟堂大師集』  第7卷 
  「如來出世 元爲救護衆生 此賊張甚 恐 殘害 吾當往諭狂賊 殺戰凶鋒 則庶不負慈悲教也」 
(8)  「 宣廟西幸 抗義慷慨 語諸僧日 我等生居國土 息食優游 閲有年紀者 秋豪階上力也 値此 危 
其忍坐視」「臣年今己五十一 過去歳月  階是聖明之澤 敢以緇類自外 忘君父於一飯之頃哉(中
略) 臣本以矩鹿之身  不識兵家之事 然而欲殺一賊 以報聖上罔極之恩 則豈有下於衣冠哉」 
(9)  チェ ｻﾝ シク 「泗溟堂の仏教思想と護国観 」、『泗溟大師と護国仏教の理念』泗溟大師研究 叢
書刊行委員会 2000年11月、98-99頁 
(10) 佛教新聞社編『韓國佛教人物思想史』民族社 1990年、393-395頁 












① 田村円澄 『日本仏教史』４巻（百済、新羅）法蔵館 1983年 
②  李喜秀『土着化過程から見る韓国仏教』仏書普及 1971年 
③  孫承喆『朝鮮時代韓日関係研究』知性人の泉 1994年 
④  鄭珖鎬『近代韓日仏教関係史研究―日本の植民地政策と関連してー』仁荷大学校出版部 1994年 
⑤  韓晳議『日本の朝鮮支配と宗教政策』未来社 1988年 
⑥ 朴性鳳「雲の独立思想研究」（慶熙大学校教育大学院  修士論文）1985年 
⑦ 李仁榮「任辰倭亂前後の対外関係」、『新天地』第３巻 １０号 1948年 
⑧ 朴種和「泗溟大師」、『白性有博士記念 仏教論文集』 1957年 
⑨ 田村円澄「百済救援考」、『熊本大学 文学部論叢 第５号 史学編』熊本大学文学会 1981年 
⑩ 權相老『朝鮮仏教略史』祈交館  1917年 
⑪ 「泗溟大師と護国仏教」泗溟大師研究論集 刊行委員会  2000年 
⑫ 李龍和『朝鮮仏教通史』 示城  1918年 
⑬ 金文吉『伽耶史史料筆成』伽耶史史的開発研究所  2000年 
⑭ 金文吉『強制徴用と長生炭鉱』述文社  2000年  
 
（ほう・ゆう 大韓仏教・法然寺住職、京都大学文学部外国人共同研究者） 
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